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皆様におかれましては、平素より組合運営にご理解とご協力をいただきまして、本年
度も新年互例会、第44回総会が開催されましたが、コロナ過での開催ですので、人数制
限し会場も広くとり、１テーブル４人としコロナウィルス対策に出来る限りの対策を行
ないました。御出席の皆様にはお礼申し上げます。
近畿地方は例年より21日早く、昨年より19日早い梅雨明けでこれまで最も早く猛暑が
続いている現況ですが、熱中症の危険性が極めて高く初めて熱中症警戒アラートが発表
されました。
コロナ緊急事態制限が解除となり日常生活が少しずつもどりつつありますが、追い打
ちをかけて食料品、ガソリンの値上げと我々消費者にとっては厳しい現状です。
大阪万博まで1000日を切りましたが少し待ち遠しいことと思います。
８月にはシーリング技能士１級及び２級の検定試験を行いましたが、コロナウィルス
対策についても会場での配慮を行ないました。
各地でも３年ぶりに行事が行われますが、コロナ感染が落ち着くことなくマスク生活
をし、色々な行事にコロナ感染対策を行ない安全に参加出来ることと思います。
皆様方のご協力、様々な勉強会、研修会に御参加頂き、皆様と共に取り組んで一歩一
歩前に進んでいきたいと思っております。
若者の建築業界離れが続いておりますが、建築従事者の高齢化で技術の伝承が出来な
く技術者や技能者の確保・育成問題がまだまだ続いております。
挑戦し続ける企業として、組織力、培った技術力、人財を最大限に活用して社会の
ニーズに対応できる事業に進化し続け、ものづくり企業として「品質のこだわり」お客
様により高い満足を提供でき、社会に貢献できる組合を目指して行きたいと思います。
これまでと同様に皆様からのより一層のご支援、ご指導を賜りますよう宜しくお願い
致します。

理 事 長 挨 拶
理事長　 藪　内　俊　則

(阪南工業株式会社)

理事長挨拶
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当組合の新年互礼会が令和４年１月７日
に「ホテルモントレ大阪」で御来賓、賛
助会、なにわ会、組合員の多数が出席し
て、竹田幸平専務理事の司会で開催され
ました。
御来賓として公明党の石川博崇参議院
議員、佐藤茂樹衆議院議員秘書の浮田広
宣氏、大阪府職業能力開発協会の藤井清
事務局次長、林田和也技能検定部長、大
阪府中小企業団体中央会の中谷彰宏連携
支援課長、日本シーリング材工業会の荒
井哲也大阪支部長に御臨席賜りました。

藪内俊則理事
長が上記御来賓
及び出席者に対
してのお礼の後
「新年あけまし
ておめでとうご
ざいます。令和
４年の新年互礼

会にあたり一言ご挨拶を申し上げます。
皆様には輝かしい希望に満ちた新年をお
迎えになられた事とお慶び申し上げます。
さて、昨年、一昨年とコロナウイルス
の猛威で、限られた行動の中、大変な
日々を過ごされたと思います。昨年は、
東京オリンピック2020も無事終了し、過
去最大のメダルを獲得し、色々な競技で

感動を与えてもらいました。又、来月に
は冬季オリンピックが開催され、様々な
感動をもらえるでしょう。又、昨年新し
い政権が誕生し成長と分配と政策発表が
あり、昨年後半からのコロナ感染者の減
少に伴い購買力が大きくなり、景気の回
復が見えそうな気配があります。昨年、
一昨年と組合活動が出来なく、皆様方に
は大変ご迷惑をおかけしました。
今年こそはと思っておりましたが、今
年になって新しいコロナ株の感染者が多
くなっており、今後の見通しをたてるこ
とが出来ない状況になっております。し
かしながら少しでも組合活動を再開して
おり、皆様のお役に立てるよう、頑張っ
てまいります｡」と挨拶されました。

御来賓を代表
して、石川博崇
議員からは「年
末には臨時国会
が開催されこれ
まで最大規模の
補正予算を組み
新型コロナウイ

ルス感染症等予防対策、オミクロン株に
万全の備えをするとともに経済そして社
会再構築のための力強い予算を組んだ。
このコロナとの闘い、今年こそ決着を

新年互礼会開催

藪内俊則理事長 挨拶

石川博崇議員 挨拶

新年互礼会
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つけなければならない年である。
建設業界におきまして様々な課題がある。
若い方々が我も我もと参画してもらえ
る業界にもっともっと改善していかなけ
ればならない。担い手３法を議員立法で
３年前に成立させていただきまして工期
の平準化、働き方改革のさらなる一層の
推進、所得の向上。こうした事が法的根
拠を与えて進めていく体制が整い、昨年
から施工となった。
国の方では公共工事の設計労務単価は
自公政権で毎年引き上げて９年連続の引
き上げを達成し、９年前に比べると1.5
倍の実現となった。
今後共、これから日本の未来を創って
いく。現場で仕事をされている皆様が誇
りと自身をもって仕事をして頂けるよう
に我々としても全力を挙げていく。藪内
理事長をはじめ、シーリング工事業協同
組合の皆様には、日頃から様々な現場の
課題を教えていただき、一つ一つ可能の
範囲で対応させている。
今年も皆さまのお力添え、現場の声を
いただきながら、共に日本の未来を築い
ていきたと決意している｡」と挨拶され
ました。
乾杯は日本シーリング材工業会の荒井
哲也大阪支部長が「新年、あけましてお
めでとうございます。2022年の新春を迎
え、謹んでお喜び申し上げます。
只今、ご紹介にあずかりました日本
シーリング材工業会大阪支部長の荒井で

ございます。
皆様には旧年中に賜りましたご厚情に、
深く感謝申し上げます。
今年も業界の更なる発展に寄与して参
りますので、ご指導、ご鞭撻の程、何卒
よろしくお願い申し上げます。
一昨年から続いている新型コロナにつ
いては、変異株の登場で不安視される部
分はありますが、出遅れたワクチン接種
が進み、少しずつ日常を取り戻している
状況かと思います。
昨年、大きなイベントとしては、コロ
ナ禍での東京オリンピック・パラリン
ピックが行われました。一年延期され、
規模も縮小され、開催すら危ぶまれた状
況でしたが、何とか成功と言える状況で
終える事が出来たのではと思います。
先を見ますと、我々、建築業界におい
ては、2025年大阪市で開催が決まってい
る国際万国博覧会にむけて、新設・改修
物件の発生に期待感が高まるものと推測
いたします。

今年こそはコ
ロナ収束を願い、
業界が盛り上
がっていく事に
期待したいと思
います。
皆様、こう
いった新年会は

久しぶりかと思いますので、挨拶は手短
にしまして、乾杯に移らせて頂きたいと

荒井哲也大阪支部長 乾杯

新年互礼会
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思います。
それでは、関西シーリング工事業協同
組合とご列席の皆様の益々のご健勝とご
多幸を祈念して、乾杯！」との発声の後
懇親会となりました。
中締めは萬谷誠副理事から「本日はこ
のような状況の中で多数お越しいただき
有難うございました。

来賓の方々はじめ、組合員、賛助会、
なにわ会、フューチャー会の皆様に感謝

申し上げます。
２年ぶりの新年互礼会となるのですが、
いつもは賀詞交換等でにぎやかな互礼会
となるのですが、このような状況下でお
互い一同に会して元気にしている顔を見
合った事をもって、今回の互礼会として
いただければと思います。
コロナになり３年になりますが、私達
も学習していますが、12年目になる藪内
体制になるのですが、その学習能力をい
かして感染症予防対策を講じながら出来
る事はやっていきたいと思っております。
その節は皆様方のご協力をよろしくお願
いいたします。
コロナ渦をふっとばす今年一年になる
ように公私ともに元気になるよう前副理
事長から受け継いでいる大阪締めでしめ
ます。お手を拝借します｡」と大阪締め
でお開きとなりました。

萬谷誠副理事 中締め

全体風景

新年互礼会
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第44回通常総会開催
令和４年５月20日㈮　於：ホテルモントレ大阪

第44回関シ協通常総会が５月20日㈮
大阪市北区の「ホテルモントレ大阪」で
開催されました。
今回も新型コロナ感染防止対策による、
検温、マスク着用等、徹底をしたうえで
総会並びに懇親会を実施いたしました。
第一部総会は竹田幸平専務理事の司会
で藪内俊則理事長から「未だに収束しな
い新型コロナの中で多数出席して頂いた
お礼と、この後の議案審議についてよろ
しくお願い申し上げます」と挨拶されま
した。
続いて議長に蛎崎龍徳理事が選出され
議案審議に入りました。第１号議案（令
和３年度事業報告及び決算関係承認の
件）第２号議案（令和４年度事業計画

(案）及び収支予算（案）決定の件）第
３号議案（令和４年度経費の賦課及び徴
収方法決定の件）すべて原案どおり可決
承認されました。そして、三橋一弘副理
事長の閉会あいさつで、総会は終了いた
しました。
続いて第二部は、家本浩志理事が司会
進行で来賓各位、組合員、賛助会、なに
わ会のメンバーとともに、懇親会が開催
されました。
冒頭、萬谷誠副理事長から「一昨年か
ら新型コロナの影響で、各事業並び各行
事が中止になりましたが、今年度から
徐々に再開し、そして今後は若手の方々
も関シ協活動に積極的に参加していただ
きたい」と挨拶がありました。

藪内俊則理事長 挨拶 総会審議中

通常総会
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続いて、石川博孝参議院議員の挨拶、
そして日本シーリング材工業会新井哲也
大阪支部長に挨拶と乾杯の発生でスター
トし、懇親会は例年より増して和気あい
あいと交流を深めていただきました。

暫し歓談のあと、最後は、西原芳博理
事による恒例の大阪締めにてお開きとな
りました。

懇親会

通常総会
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特 集

元理事長 志水利達に聞く

第５代理事長

第２２期（１９９９年）～第２５期（２００３年）

特　集
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＜志水パテ創業当時＞

東光商会の前身は志水パテやけど、元々は祖父が染料問屋をしていたのを1923年（大

正12年）に関東大地震が発生してね、当時の家は木造やったから、地震での被害よりも

ほとんどが火事で燃えた。それでこれからの建物は鉄筋コンクリートの時代やと。当時

パテは全て輸入品やったらしい。スチールサッシみたいなん江戸時代にあれへんからね。

そこで染料問屋からパテを作り始めたんが志水パテの始まり、1923年（大正12年）日本

初です。

当時パテ職人っていう職種があり、パテ職人というのは近代的なビルでガラス職人よ

りパテ職人が上。パテ職人の方がプライドを持っていました。

創業者の祖父が「今回のパテどないです？」職人は手作業でした。手触りとか硬い柔

らかい色々ある。そしたら、硬いぞとか柔らかすぎるぞとかちょっとパサパサで落ちる

とか。パテを両手でやる人もいる、これはもう名人芸。そして新しい試作品のパテが出

来たらまた職人に持っていく、｢どないです今回のパテは｡」そして盆暮れになったら職

人が帰省するのに餞別を渡していました。

パテ言うても色々あり、昔の工場には電気代節約の為に天窓があって、この天窓には

植物油を使います。植物油は温度変化に強い。バターは動物油で冷やすとカチカチに

なるけど暑い所ではドロドロになります。サラダ油は冬でも夏でも一緒。植物油は強い、

だから天窓に使っても大丈夫。天窓用には川鉄用とかカネボウ用とか工場の名前を商品

名に付けていました。植物油は対候性がある。当時パテは貴重品でした。植物油は強い

ねん。

日本ペイントが自分とこでもパテを作り始めました。しかし職人は、志水パテ以外使

わない、と人気でした。それは職人のお陰という事です。職人、現場大事ですね。

特　集
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＜万博前後＞

万博前後は志水パテ時代、親の会社時代、ポリサルファイド等を使い始めました。う

ちは得意先が硝子店なので、シリコーンが多かった、カーテンウォールはシリコンです

ね。忙しい時期やったけど、うち職人おらんから請けた仕事を頼まなあかん。光山防水

の光山さんには、随分助けて頂いた、抜群の腕前でした。でも当時の工程管理なってな

い、明日の７時にオープン、えーって。徹夜仕事等、苦労して頂いた。そしたら現場を

見に行くやん。そこに光山さんがおって、あの頃の光山さんは若かった、夜中２時でも

タフな人でした。

西宮のカーテンウォールの現場は、大協建材の林社長に助けて頂きました。

随分苦労かけた、こっちは職人おらんのにね。その都度助けて頂いています。

当時、姫島にあった日本化成さんに材料買いに行っていました。工事予定を書く黒板

に来年の工事予定まで書いてあるのにびっくりしました。来年の工事予定が決まってい

る。我々の業界で雲の上の会社です。それを見に行く為に、そんな空気をちょっと吸お

うと思いました。そんな時代やった。そして親の会社辞めて１年ショーボンドに就職し

ました、何かヒントが無いかと思って。当時強烈な会社でした。創業者は海軍兵学校の

出身で上田昭さん。昭和の昭、それでショーボンド。競争心旺盛な会社でそのまま上場

会社になりました。

＜起業、東光商会＞

当時の志水パテは、優良法人で結構な財務状態。しかしパテの時代は無くなると思っ

ていました。父親の急死で志水パテ辞めて、そこから東光商会を起業しました。もしも

親が存命なら、引きずるもんが多過ぎて方向転換なんて出来なかったかも。親が突然亡

くなった時に運命かもと思いました。これは志水パテの財産捨ててでも、自分でシーリ

ング部門やれって言う事やと思ってん。志水パテの存続を心配していた事が当時の日記

特　集
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に書いてある、息子にはその日記を見せました。

太陽は東から上がるからそれで東光商会。図面もよう見ん。ようこんなで商売してき

ました。しかし、不思議と助けてやろうという職人が出てきてくれました。私は不器用

で、職人を尊敬する社長でした。今でも朝５時過ぎに起床して朝礼に。基本的に職人の

上に技能で成り立つ。そういう想いは伝わるものと思ってる。それは創業者の祖父が現

場の職人に品質等を聞きに行ったり、そういう話しを聞いています。親に教えてもらっ

たのは、得意先と仕入先に喜ばれる事。得意先と仕入れ先その間で我々は生きています。

銀行もあるけど、得意先大事にしなあかん。仕入先大事にせなあかん。仕入先は電話一

本で何百万何千万の商品を持って来て頂ける。だから買いっぷり良く、できるだけまと

めて、そして支払いを綺麗に。

＜人は流れる＞

職長親方にも言うねん、子方を独立させて親方にさせてあげよう。会社出て行くのも

かまわない。まあ目先で見たらそんなおかしいやないかってなるか分からないが、人は

流れるものですね。

＜得意先内での適正シェア＞

ライバルは、競争会社はあるものです。ゼネコンでのシェアが7割いったら危険。

シェア6割が限度、あとの4割は他の会社を使うのは良しとします。もの選ぶ時にこれ一

つだけですって言われたら他無いかって思うの人間の心理。ネクタイ買いに来てこれ一

本ですって誰でも嫌ですね。向こうに対して選択の余地があった方がいいと思います。

当社と合わないというだけの話であってそれ自体が悪いのではない。でも俺はグリーン

が好きや俺はピンクが好きというのはあります。それを全部ピンクにしてくれやいう訳

にはいかへん。グリーンが好きやって言うてるんやったら。それはグリーンの方に行っ

特　集
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てもらった方がいい、という考え方です。仕事取るというよりも、なびいてもらうとい

う事ですね。やはり業者と相性がいいという事はありますね。

＜社是「強い志とさらなる進化」＞ 

進化というのは今より掘り下げていったら、もっとチャンスがあるのかなと思ってい

ます。

我々の商売は色々な取り合いがあるやん。こっちも世話になってるしお互いにギブア

ンドテイクて思ってたら、そういう役割を果たす事も出来るん違うかなと思うけどな。

それはほんま親切心と言うかな、私は基本的に人好きです。藪内理事長もそうですね。

人好きやから人との付き合い大事にする。縁を活かすと言いますか。

＜時代に応じて変化を＞

戦中だとパテは売れない、だから志水パテは石鹸作りに変えました。染料問屋から関

東大震災でパテ屋、戦中戦後は石鹸、で、パテからシーリングへ。シール工事は有難い。

同じもので半世紀はるかに超えています。

＜関西のシーリング業界＞

当時の業界、関西では日本化成さんが圧倒的チャンピオンでね、雲の上やったな。二

番目三番目なんか分かれへんぐらい。しかしそれに対抗するんやったら大阪シールや

て言われてた。その当時、竹田征司さんが日本シリコーン（現㈱ニッシリ）におったん

や。これからはシールの時代と。これ言われた。それで北口工務店におった兄貴を引っ

張ったんが大阪シールの始まりや。そやから、先駆者や。そこから大阪シールもパパッ

と手が早かったよ。赤ヘル軍団言われててん、全員赤ヘル、仕事ばっちりや、ええ職人

特　集
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がおったわ、ほんま格好良かった。俺はもう尊敬しとったわ。でもな、その赤ヘルが禁

止になってん、過激派と間違えられるからって、ちょうどそんな時代やったわ。

大協建材の林さんには志水パテの時代から世話になったけど、ずっと検定試験で検定

員してた。そしたら仕事見んでも道具みたら分かる言うねん。何番、これ大丈夫。何番、

これ抜群にうまいでって。ほんで試験中に受験者に仕上げのアドバイスしていた。ここ

はな、上からと違って下から上げて仕上げんとあかんねん、て。俺アドバイスなんかで

きない、流石よ。それ偉いなぁと思ったわ。

光山防水の光山さん、良い腕しとったわ。今でも奥村組を守っとるからな。光山防水

のおやっさん、組合入るん嫌やってん、職人のままでええて。今では組合員になってる

けど、たまに電話するねんで。向こう嫌がってるかも分かれへんけど、邪魔せーへんか

らなって。光山さんには志水パテでも東光商会の時も助けて頂いた。

昔から職人は東京より大阪が上やってん。今でもそう、スピード、仕上げ、やっぱ大

阪の方が上や。料理人でもせやろ、大阪の料理人よ。もう一つ、安部譲二の「塀の中の

懲りない面々」という本があるけど、サイコロであろうが札であろうが、関東の博打打

ちと関西の博打打ちでは関西の方が上。その差は大学生と幼稚園ほどの差やで。職人と

いうのは妙に大阪が上手い。

我々の業界、そんな先達が信用を築いてきたからな。それは大阪シールもピカピカや、

日本化成もピカピカや、林さんもピカピカやしな。そのあと群雄割拠は別にしてシール

業界の信用を築いてきたと。うちは後発やけどありがたいなと思うよ。昔は各社で力の

差が随分あったけど、今では技能検定もあって各社の技術差がそう無くなって業界の信

用も一段と上がった。昔はコーキング屋さん言うて雑工事という存在でした。だから先

人の苦労には感謝します。それと日建設計の千葉先生の力が大きかった。図面にシーリ

ング管理士保有会社と記して頂いた。安井設計も全部入った。有難いことです、組合に

とって。目立てへんけど有意義な仕事や思うねん、言うたら我々の業界は黒子や。ある

意味建物を守る存在ですね。

特　集
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＜組合の存在意義＞

組合は中小零細を守る為に存在しています。中小零細を守るのが組合の本筋だと僕は

思っています。職人を守るには最低限の価格は守らなあかん。その為には組合員の自覚

が一番の鍵です。同じ組合員もある一面では競争相手ですが、組合員は適正価格は守る。

薮内理事長も他からも認められるような業界にしていきたいって思てると思うし、組合

の一面としてやっぱりトップは大事、そのトップのカラーになってくると思う。だから

今の理事長が薮内理事長で良かった。傍目から見て非常に安心感を覚える。業界にとっ

て有難いです。

昔は建設業界の景気が良かったから、職人、特に親方はサラリーマンより収入は上。

今は月に８休日の運動ですが、我々、職人が存続するには上昇気流に乗れるように考え

ましょう。適正価格を設定しましょう。事業会社と職人守る為に発展させていきましょ

う。事業主の集団、関西シーリング工事業協同組合、薮内理事長のまとめ役、はまり役

と思います。適正価格へ邁進の音頭を取って頂いて、更なる発展を。

特　集



－　 －14

拝啓、盛夏の候、関西シーリング工事業協同組合様をはじめ、なにわ会様、賛助会員
様の皆様には、常日頃から当工業会の運営にご協力頂きまして誠にありがとうございます。
また、猛暑の折、皆様方におかれましては、くれぐれもご自愛のほどお祈り申し上げ
ます。
さて、当工業会の直近の活動としては、2022年６月９日～11日の３日間「2022年度
シーリング管理士・シーリング技術管理士検定講習と試験」を３年ぶりに開催いたしま
した。東京会場141名、福岡会場56名、計197名の方が受験されました。
なお、本年度の当工業会本部の主な活動計画は次の通りでございます。

敬　具　
記

１．シーリング管理士・同技術管理士検定講習及び試験
　　６月９日～11日　東京・福岡２会場同時開催実施いたしました。

受 験 者 合 格 者 再受験者 再受験合格者

東　京
管　理　士 ４８ ３２ ２ ２
技術管理士 ９０ ７５ １ １

福　岡
管　理　士 ２３ １６ ０ ０
技術管理士 ３２ ２９ １ １

合　計
管　理　士 ７１ ４８ ２ ２
技術管理士 １２２ １０４ ２ ２

２．ISO国際会議への参加（技術レベルの向上として）
　　９月27日～９月29日　米国にて開催予定
３．工業用出版書籍の普及（シーリング業界の地位向上と積極的な広報活動として）
　　ハンドブック改訂、Ｑ＆Ａ改訂版発行の検討
その他　工業会活動の活性化、規制・制度などへの対応を継続して活動いたします。

本年度も微力ながら、業界の発展に寄与して参りますので、ご指導ご鞭撻の程宜しく
お願いいたします。

以　上　

日本シーリング材工業会大阪支部　
支部長　 荒　井　哲　也

日本シーリング材工業会だより

日本シーリング材工業会だより
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この度は関西シーリング工事業協同組合への加入を認めて頂き誠
に有難うございます。歴史ある関シ協の名を汚さないよう、微力な
がらお役に立つよう頑張る所存です。
当社は1960年に創業し、63年目に入っております。先代が起業し

た際にはおそらく日本で初めて、水性樹脂防水を主力材料として出発し、いざなぎ景気
や大阪万博などを経て、成長して参りました。
当初新築工事を主体にアスファルト防水との差別化を図りながら業績を伸ばして行く
中、当然のようにシーリング工事も受注して参りました。当時は自社職人がいたので、
自社施工を原則として行ってまいりましたが、時代が進むと共に防水の職人さんを外注
扱いとし、それに伴ってシーリング工事は材工の外注に頼る形態に変化してきました。
その後受注の主力を改修工事へと移し、やがてマンション大規模修繕工事が受注全体
の８割を超えるまでになりました。当然ながらマンション改修においてシーリング工事
は主力分野で有ります。年間にそれなりの数量をこなしておりながら関シ協に入会して
いなかったことが不思議なぐらいですが、この度ご縁が有って入会することが出来まし
た。
私どもの常務取締役である杉浦太樹が全防協の若手経営委員会の幹事であることから、
関シ協フューチャー会との交流もさせていただいております。今後は皆様との交流を深
め、情報や技術の共有・施工協力を積極的に行ってまいりたいと思っております。
末筆ではございますが本年９月の株主総会を持って常務が社長に就任する予定です。
今後とも皆様にかわいがっていただいて、少しでもお役に立つことが出来たら幸いです。
私もまだまだ老け込む年ではありませんので、新社長の後方支援をしながら皆様との親
交も深めたいと思っております。何卒よろしくお願いいたします。

新入会員挨拶と抱負

杉　浦　　　渉
(エイ・アール工事株式会社 代表取締役)

新入会員挨拶と抱負
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初めまして。この度関西シーリング工事業協同組合に入会させて
頂きました、株式会社恩田工業と申します。
弊社はシーリング事業に専念しており、常にシーリング技術の向
上と社員育成に力を注いでまいりました。

今年で創業10年目を迎えるにあたり、より一層社会のお役に立てればと思い関西シー
リング工事業協同組合に入会させて頂きました。
現在も第一線でご活躍されている皆様のように、弊社も活躍していきたいと思います
のでご指導・ご支援の程宜しくお願い致します。

この度、令和４年７月より関西シーリング工事業協同組合に入会
させていただきました株式会社大木技研の大木建宏と申します。
私自身、皆様の背中を見て学び、シーリング事業に携わってきま
した。

2013年より起業し、大阪市を拠点に日々奮闘しております。
今回このような機会をいただき、誠にありがとうございます。
こんなご時世だからこそ、人と人とのつながりを大切に、皆様と建設業界を盛り上げ
ていけるよう活動させていただければと考えております。
これから微力ではありますが活動に参加していく所存でありますので、何卒ご指導ご
鞭撻のほどよろしくお願い申し上げます。

恩　田　　　龍
(株式会社恩田工業 代表取締役)

大　木　建　宏
(株式会社大木技研 代表取締役)

新入会員挨拶と抱負
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組合員各位におかれましては、ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。
日頃から運営につきまして格別のご理解、ご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。
この度、前会長からバトンを受け会長を務めることになりました「株式会社セイゴウ｣
の福重です。
若輩者でまだまだ未熟な点が多々あるかと存じますが、精一杯務めさせていただきま
すので、どうぞよろしくお願い申し上げます。
新型コロナウィルス感染症の収束が長期化し、感染の再拡大に歯止めがかからない状
況ではありますが、少しずつ経済の回復が見えつつあるかと思います。
これからの技術者の育成に芽を摘むことのないよう、感染拡大に十分配慮しつつ、組合
活動や、Ｓ－１グランプリ、出前講座授業などをいち早く開催できることを望んでいます。
私は、特に出前講座に力を入れたいと思っております。
今や建設業界の若者離れは、加速しております。ですが、建設業界にこそ若者の力は
非常に重要だと考えております。
建設物は人の技術があってこそ、職人の技術あってこそ建設できるのです。
そこには若い力が必須です。
だからこそ私はフューチャー会会長という大変重大な使命を頂き、今こそ発揮できる
時だと考えております。
私は10代の頃からシーリング業界に足を踏み入れ、たくさんの方々にご指導いただき
今があります。
日本の技術、職人の技術、シーリング防水施工の基礎知識や実技を出前講座という機
会に次の世代に伝えていきたいと思います。
まだまだ予断を許さない大変な日々が続く年になると思いますが、様々なことに十分
配慮し、運営が前進し続けるよう私自身も努力いたします。
今後も皆様方のご希望に添うような運営を心掛けて参りますので、皆様には引き続き
ご支援、ご協力を賜りますよう宜しくお願い致します。

フューチャー会会長挨拶
福　重　　誠
(株式会社セイゴウ)

フューチャー会だより
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第24回フューチャー会通常総会開催
令和４年６月17日㈮　於：エル大阪

フューチャー会の第24回通常総会が開
催されました。
親会からは藪内俊則理事長、三橋一弘
副理事、萬谷誠副理事、竹田幸平専務理
事、西原芳博理事の５名が出席されまし
た。
定刻に至り、埜田善将副会長の司会に
より開会となり、本会議の議決権数及び
出席議決権についての報告があり、定足
数を満たしているので本総会は成立する
旨告げられました。

まず、最初に
福重誠会長から、
今後のフュー
チャー会のあり
方、抱負を込め
た挨拶がありま
した。

続いて、藪内
俊則理事長より
フューチャー会
への期待と要望
及びあり方を含
めた挨拶を頂き
ました。

続いて、議長に坂口正吾氏が指名され、
議事にはいりました。
第１号議案の2021年度事業報告と第２
号議案の2021年度決算報告は共に異議な
く可決承認されました。
第３号議案の2022年度事業計画（案）
と第４号議案の2022年度予算（案）につ
いても異議なく可決承認されました。
承認後に萬谷誠副理事を皮切りに竹田
幸平専務理事、西原芳博理事、最後に三
橋一弘副理事よりそれぞれフューチャー
会に対する思いをそれぞれ一言ずついた
だくとともに、参加者全員から自己紹介
を含め抱負をいただき閉会となりました。

福重誠会長 挨拶

総会全体像

藪内俊則理事長 挨拶

フューチャー会だより
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◆学科講習会

　１）日　時　　令和４年８月３日㈬
　２）場　所　　エル・大阪（大阪府立労働センター）６階　大会議室
　３）受講者　　１級　68名

◆ミニトライアル（実技講習会）

　１）日　時　　令和４年８月６日㈯
　２）場　所　　花博鶴見緑地ハナミズキホール
　３）受講者　　１級　91名　　２級　２名

◆技能検定実技試験

　１）日　時　　令和４年８月７日㈰
　２）場　所　　花博鶴見緑地ハナミズキホール
　３）受講者　　１級　91名　　２級　２名

各講習会とも、受講者全員、真剣な面持ちで受講していました。
また、技能検定実技試験本番では少し緊張気味ではありましたが、真剣に取り組んで
いました。
結果は、学科試験と合わせて令和４年９月30日㈮に発表されました。

シーリング技能検定試験が実施されました

学科講習会

技能検定実技試験ミニトライアル

組合ニュース＆インフォメーション
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ゴルフ懇親会

本年度は、令和４年５月26日㈭に「三甲ゴルフ倶楽部ジャパンコース」で開催されま
した。
アウトから５組19名、インからも５組19名の総勢38名の精鋭が８時32分にスタートし
ました。

※この写真のどこかに誤りがあります。みなさん、わかりますか｡

〇上位の成績 協議を方式：ダブルペリア

順 位 氏　名（敬称略） OUT IN Gross H.D Net

優　勝
山　際　充　男
（㈱　フ ジ キ）

47 46 93 25.2 67.8

準優勝
今　村　　　均

（ジャパンマテリアル㈱）
47 43 90 19.2 70.8

３　位
坂　中　宗　洋
（エマール工業㈱）

35 38 73 1.2 71.8

４　位
山　越　章　良
（㈱　美　　作）

38 40 78 6.0 72.0

５　位
竹　田　幸　平
（シーレックス㈱）

42 40 82 9.6 72.4

組合ニュース＆インフォメーション
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行事予定・会員の動き

１）令和４年度行事予定

　〇関シ協　新年互礼会

　　年月日　令和５年１月６日(金)
　　場　所　ホテルモントレ大阪

　〇関シ協　総会

　　年月日　令和５年５月26日(金)
　　場　所　ホテルモントレ大阪

２）組合員・事務局の動き

　○新入組合員

　　令和３年10月
　　　㈱恩田工業：
　　　　代表　恩田　　龍
　　令和４年４月
　　　エイ・アール工事㈱：
　　　　代表　杉浦　　渉
　　令和４年７月
　　　㈱大木技研：
　　　　代表　大木　建宏

　○退　会

　　令和４年３月
　　　㈱エース
　　　ダイワテック㈱
　　　㈱ユニオン技建

３）事務局の動き

長年、お世話になりました往田 幸
事務局長が４月で退職し、後任に杉
本 洋一事務局長が６月から就任しま
した。

　〇往田氏　退任挨拶

　　・ 18年の長きに渡りお世話になり、
有難うございました。

　　　 在任中は当組合の運営に格別のご
支援ご協力をいただきましてお礼
申し上げます。皆様の益々のご清
栄をお祈りいたします。有難うご
ざいました。

　〇杉本氏　就任挨拶

　　・ この度、縁あってお世話になるこ
ととなりました。組合運営につき
ましては、右も左もわかりません
ので、皆様のご支援、ご協力を、
よろしくお願いいたします。47年
間、大阪府職員（地方公務員）と
して培ってまいりました行政事務
の知識を発揮出来るように頑張り
ますので、よろしくお願いいたし
ます。

組合ニュース＆インフォメーション
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皆様、日々の業務お疲れ様です。新型コロナウィルスや熱中症など体調面での管理を
しっかりされていることだと思います。くれぐれも事故や怪我には十二分に注意をして
いただき作業に従事してまいりましょう。
ご挨拶が遅れました私、新和化工株式会社の宮地智弘と申します。今年の２月に入社
しました。前職は業務用食品の卸会社にて15年ほど働いていましたが今年新たな決意を
胸に転職し建築業界へと歩みました。まったく建築業界のけの字も知らない私ですが勉
強と挑戦。そして、失敗の日々を送っています。その中で初年度から関シ協の仕事をさ
せていただけることは私にとっても大変勉強になりうれしく思います。
私は仕事に対する考え方として失敗をすることは何かに挑戦している証。そして失敗
することはそれだけ学びを得ている証。最後に失敗をすることは次に失敗しないように
準備・計画が立てられるようになった証であると考えます。何事もこういった経験から
気づきが生まれます。その気づきを大切にしたいと私は考えています。広報委員会の会
議の中でも、各取引先様との打合せでも、素晴らしい職人の方との打合せでもいろんな
気づきをもって仕事されていると感じています。それだけでも大変勉強になっています。
今後の関西の状況として2025年には万博、2029年、IR計画。まだ10年弱ほど関西は
いろんな計画が進められていくと感じています。
最後になりますがまだまだ知識不足でご迷惑をお掛けすると思いますが皆様に支えら
れながらしっかりと成長していきたいと思いますのでご指導、ご鞭撻のほど宜しくお願
い致します。これからもご安全に‼ 

 新和化工株式会社　宮　地　智　弘　
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㈱
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関西シーリング工事業協同組合フューチャー会組織表
会　長 ㈱ セ イ ゴ ウ 福重　　誠
副会長 ㈱ 埜 田 建 商 埜田　善将
副会長 ㈱大阪シール 楠本　一廣

委　　員　　会 委　　　　　　　員

総 務 委 員 会 埜田　善将
福重　　誠

㈱埜田建商
㈱セイゴウ

運営調査委員会
川瀬公太郎
赤瀬　孝司
森下　泰視

山﨑工業㈱
㈱光シール
㈲朝日防水

教 育 委 員 会
山内　俊輔
松山　直生
田口　敏夫

㈱大協建材
㈱松山工業
㈱政岡工業

購 買 委 員 会 佐伯　浩一
松島　清泰

㈱大阪防水工業所
㈱テイエム技建

市場対策委員会
坂中　真二
立石　航一
金田　大輔

エマール工業㈱
㈱東光商会
㈱ゴールデン技工

広 報 委 員 会
新谷　伸彦
植田　真一
小林　弘成

宝シール工業㈱
髙田工業
㈱美作

活路開拓委員会
楠本　一廣
廣瀬　永昌
平井　正法
藤田　和樹

㈱大阪シール
㈱NS技建
㈱七星
㈱海人

技能検定委員会

坂口　正吾
谷村　充功
徳重　満久
濱田　直己
薮内　優希

KSホーム㈱
㈱ミツケン
徳重商会
㈱ナオテック
阪南工業㈱

賛 助 会

岡橋　広士
川西　龍平
佐野　将史
島　　考臣
井原　　潤
松山　太初
森口　大輝
内堀　　魁
森浦　雄介
中野　高広

ジャパンマテリアル㈱
ジャパンマテリアル㈱
サンスター技研㈱
サンセフティリース㈱
コニシ㈱
日本ビソー㈱
㈱ダイフレックス
セメダイン㈱
シーカ・ハマタイト販売㈱
カモ井加工紙㈱

な に わ 会

西山　　竜
上田　康裕
戸倉　秀利
山田　　学
秋葉　知温
河村　康平
吉田　　拓

フヨー㈱
㈱前田精市商店
モリシタ化学産業㈱
㈱宮崎
アジック㈱
化研マテリアル㈱
㈱ツダ
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関西シーリング工事業協同組合
〒540‒0012 大阪市中央区谷町４丁目４番13号　TEL 06‒6946‒2226　FAX 06‒6946‒2227
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賛　助　会　員
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なにわ会会員



　関西シーリング工事業協同組合は、関西に在するシーリング防水工事業者が、中小

企業等協同組合法に基づいて結成した協同組合です。

＜目　的＞

　建築専門工事業種の内、防水工事・シーリング工事は近年に於ける建築物の高層化

複雑化及び材料の多様化に追随して、日進月歩の専門知識と技術力を必要としていま

す。

　組合活動を媒介として、近代建築に於ける防水工事・シーリング工事の重要性を自

ら自覚すると共に他からの認識を促し、トッププロとしての職能で社会に貢献します。

　防水工事・シーリング工事業者が自らの業種を近代建築に於いて欠かせない専門工

種として、次世代の建築界に伝えていく為の研鑽と活動の場所が関西シーリング工

事業協同組合（関シ協）です。

＜活　動＞

　①　関連諸団体と連携のもとに、上部と組合員相互へ、大切な情報の伝達をしてい

ます。

　②　組合員・所属員への知識の普及と技術の向上を図る為の、研修会をしています。

　③　各種資格試験の、受験の窓口をしています。

　④　消耗品、機械工具、副資材などの共同購買により組合各社の経費節減及び、多

情報により、関連商品の開発を促し業界の進歩に貢献しています。

　⑤　日本シーリング工事業協同組合との連合で、10年の瑕疵漏水保険を作り組合各

社の経営を磐石なものとし、発注条件に、信頼感を与えて受注に繋げています。

　⑥　組合企業用賠償保険、所属員の生命保険、障害保険を団体契約することで、コ

ストダウンになり、組合員各社に利便を供しています。

　⑦　青年部会を組織指導して、次世代の建築シーリング部門を担う若者を育成して

います。

　⑧　ゴルフコンペ、新年会、懇親会などを開き会員同士の親睦を図り、協力しあうア

ンダーグランドをつくっています。

　⑨　広報誌「関シ協ニュース」を発行しています。

関西シーリング工事業協同組合（関シ協）の概要






